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　ネグジット総研の「調剤くんＶ７」
は、長年レセコン開発に携わり薬局業
務を熟知したメーカーだからこそでき
る「かかりつけ薬剤師システム」をコ
ンセプトに、薬局業務の効率化や患者
服薬指導の向上を目指し、業務に即し
た画面設計や操作性を実現している。
　「Ｖ７」では、かかりつけ薬剤師の
業務を支援する機能として、患者固有
の情報や服薬指導内容など必要な情報
を一元的に管理し、個々の患者に応じ
た服薬指導を支援する管理機能が充実
している。これまでの医薬品相互作用
データベースに加えて、病名・代表病
名（適応、禁忌病名、副作用など）や
規格違い・類似名称、警告・禁忌情報、
アレルギー、改訂指示・医薬品安全性
情報（ＤＳＵ）、小児患者の体表面積
によるチェック機能などがあり、ヒヤ
リ・ハットの防止や服薬指導に役立つ
各種データを標準搭載している。
　窓口業務機能では、処方箋に印字さ
れているバーコードをスキャンするだ

けで、患者頭書情報、処方箋情報が自
動入力される「２次元バーコードくん」
や処方箋画像や患者アンケート、保険
証などの画像を調剤録画像に印字され
たコードと該当患者を紐づけし自動保
存する「らくらく読取くん」など作業
の効率化につながる。そのため、入力・
確認作業の大幅な時間短縮が図れ、患
者対応や患者満足度向上にも貢献する。
　また、オプションとして、日本語・
英語版薬剤情報文書データや中国語
版薬剤情報書（簡体字・繁体字）デー
タを搭載。訪日外国人や在日外国人、
渡航する日本人向けなどのために日
本語訳も表示することができる。他に
もＯＴＣ医薬品の添付文書および医
療用医薬品との相互作用、投与量・用
法、小児・高齢者や妊婦・授乳婦に対
する投与制限などの各種データベース
がある。
　「調剤くん」に連動した電子薬歴シ
ステム「薬歴くん」には、これらのデー
タに加え、服薬指導や問診に必要な
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データベース
を標準搭載し
ており、投薬
や薬歴記載の
具体的な内容
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ている。入力
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すれば、圧倒的な速さで充実した薬歴
記載が可能となる。
　ネットワークを利用した機能も拡充
している。「調剤くんＶ７」で入力さ
れた処方情報はクラウド上のデータ
ベースに蓄積され、ドミナント展開の
チェーン薬局では、複数店舗に来局す
る患者の情報や薬歴情報を一元的に検
索できる。薬歴情報はセキュリティを
確保した通信上でタブレットやスマー
トフォンでも参照でき、患者からの相

談に24時間応じる体制の構築に役立つ。
　９月１日から薬剤師による服用期間
中のフォローアップが義務づけられた
ことに対応するため、ビデオチャット
を用いた服薬指導内容を薬歴に簡単に
記録できる「服用期間中フォロー支援
システム」をオプションラインナップ
に追加した。来年から始まるオンライ
ン資格確認にも対応する予定で、これ
からも時代のニーズに合ったシステム
を積極的に提供していく。

ネグジット総研「調剤くんＶ７」

直感的操作性、ＤＢも充実

　カケハシが提供する調剤薬局向けク
ラウド電子薬歴「Musubi（ムスビ）」は、
服薬指導をしながら薬歴の下書きが自
動で作成されるため、薬歴業務の負担
を軽減しながら、個々の患者に合わせ
た指導文や健康アドバイスのアシスト
による服薬指導が行えることから、「患
者さんにより良い価値を届けたい」と
願う多くの薬局・薬剤師から支持され
ている。今夏からは、薬局の働き方改
革と患者満足の両立による薬局体験の
向上を支援するシステムとして刷新さ
れ、注目が集まっている。
　薬剤師は患者と一緒に「Musubi」の
タッチ機能付き端末画面を見ながら服
薬指導を行う。指導した内容が自動で
薬歴のドラフトとして残る。「Musubi」
を利用することで、薬剤師の業務負担
となっている薬歴の記入時間を大幅に

軽減することが可能になる。同時に
「Musubi」を通じて、患者の健康状態
や生活習慣に合わせた指導文や健康ア
ドバイスが提示でき、薬剤師の負担を
軽減しながら、患者が理解しやすい服
薬指導を提供できる。
　ここ数年、薬局においては対物業務
から対人業務へのシフトが強く求めら
れ、さらに今秋に施行された改正薬機
法では、薬剤師による服薬期間中の
フォローの義務化が開始されるなど、
薬局・薬剤師を取り巻く環境は大きく
変化しつつある。
　さらに、新型コロナウイルス感染症
の影響で新しい生活様式が普及しつつ
ある現在、薬剤師は「患者にとって、
より身近な専門家」であると共に、薬
局が「患者に付加価値を提供する場所」
へと変化することが欠かせない時代と

なった。
　そこで、薬局の働き方改革
と患者満足を同時に支援する
ことを目的に、M u s u b iと連携
する二つのサービス「P o c k e t 
Musubi」「Musubi Insight」を７
月から開始した。
　このうち「Pocket Musubi」
は患者向けのお薬連絡帳アプ
リで、薬局から提供されるＱＲ
コードを介して服用薬データ
が入力されており、データに基
づいた服薬期間中のフォロー
に必要な質問が自動で患者の
アプリに送信される。薬剤師は「Pocket 
Musubi」の管理画面を通じて、患者側
のデータを確認しながら服薬中の状況
を把握し、適切なフォローが行える。
患者との過剰なやりとりや連絡不足を
防ぎ、必要な患者へ最小限の業務負荷
だけで患者満足につながるコミュニ
ケーションが図れる。
　一方の「Musubi Insight」は、Musubiの
データを使用して薬局経営上の重要な

指標を可視化し、根拠に基づく薬局運
営を実現する薬局業務の見える化クラ
ウドサービス。薬歴完了率のような薬
剤師の業務状況を表すデータから、売
上などの店舗経営データ、処方箋枚数
や再来率・新患率など患者との関係性
を表すデータまで、薬局業務を可視化
することで解決すべき課題の発見・把
握を効率化し、適正な薬局運営の実現
をサポートする。

カケハシ「Musubi」

患者満足と共に薬局変革実現


